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正常校合を有し、顎口腔機能に異常な臨床所見を認めない成人男性 9 名(平均年齢25歳 6 カ月;標準偏差14カ月)
を被検者とした。
被検食品にはチューインガム(15mmx 30mm x 1 mm、重さ: 2 g 、 Bloom 力: 80 g 、以下、ガムと記す)とグミゼ
リー (20mmx 20mm x 8 mm、重さ: 5 g 、 Bloom 力: 633 g 、以下、ゼリーと記す)を用いた。マンディプラキネジオ
グラフを用いて、各被検者の三次元空間内における下顎中切歯点の運動軌跡を20岨鴎サイクル記録した。各岨鴫サイ
クルの側方成分 (x)、前後成分 (y)、垂直成分 (z) の時系列データを、節点を 10ms間隔においた三次のスプライ






定し、最小ジャークモデル (Xmjc (t) 、 Ymjc (t) 、 Zmjc (t)) を構築し、さらに接線速度関数 (τ'Vmjc (t))、接線











ゼリー岨暢モデルのジャークコスト(1.4x 10 2 rrf)は、ガム岨鴫モデルのジャークコスト(1.1X 102 rrf)と比較し
て、有意に大きかった (p<O.Ol)。ゼリー哩鴫ではガム岨鴫と比較し、減速相における予測速度は有意に大きかった
(p<O.Ol)。また、ゼリー哩鴫モデルではガム岨鴫モデルと比較し、下顎の減速相における後方への偏位と、減速相
前半における外側への偏位が、それぞれ有意に大きかった (p<O.Ol)。吹合相においては、いずれのパラメータにつ
いても、有意の差は認められなかった。
[結論]
ガム岨鴫、ゼリー喧暢のいずれにおいても、食物粉砕相における三次元空間内の下顎運動を適切に予測する最適制
御モデルとして、本研究で構築した最小ジャークモデルの有効性が明らかとなった。さらに、この最小ジャークモデ
ルは食物の物性に応じた岨鴫時の下顎運動パターンの特徴を抽出できることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、物性の異なるチューインガムとグミゼリーを用いて、(1) via-point を境界条件に加えた最小ジャークモ
デルにより、食物粉砕時における三次元空間内の下顎運動は説明され得るのか、また、 (2)最小ジャークモデルは食物
の物性に応じた岨鴫時の下顎運動パターンの特徴を検出し得るのかについて、成人正常吹合者を対象として、検討し
たものである。その結果、チューインガム哩鴫、グミゼリー哩鴫のいずれにおいても、食物粉砕時における三次元空
間内の下顎運動は、 via-point を境界条件に加えた最小ジャークモデルで適切に予測されることが明らかとなった。
このことから、食物粉砕時における三次元空間内の下顎運動の最適制御モデルとして、最小ジャークモデルの有効性
が明らかとなった。また、最小ジャークモデルは、食物の物性に応じた岨鴫時の下顎運動パターンの特徴を検出しう
ることが明らかとなった。
以上の業績は、哩鴫時における下顎の運動制御学的特性を理解する上で、重要な知見と考えられる。よって、博士
(歯学)の学位請求に値するものと認める o
¥ 
? ?? ??
